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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の１）～４）を満たすことを特徴とする、フォーム状化粧料。
１）ポリグリセリンの水酸基の内、その半数以上が遊離の水酸基である、グリセリンの重
合度が２～３のポリグリセリンの脂肪酸エステル及びグリセリンの重合度が７～１２のポ
リグリセリンの脂肪酸エステルからそれぞれ選ばれる少なくとも２種のポリグリセリンの
脂肪酸エステルを含有する
２）多価アルコール１５～８０質量％を含有する
３）２５℃１気圧で液体の油性成分４０～８０質量％を含有する
４）水を含有しない
【請求項２】
　前記少なくとも２種のポリグリセリンの脂肪酸エステルとして、ジグリセリンのモノ脂
肪酸エステルと、デカグリセリンのモノ脂肪酸エステルとを含有することを特徴とする、
請求項１に記載のフォーム状化粧料。
【請求項３】
　前記少なくとも２種のポリグリセリンの脂肪酸エステルとして、ジグリセリンモノラウ
レートと、デカグリセリンモノオレート又はデカグリセリンモノラウレートとを含有する
ことを特徴とする、請求項１又は２に記載のフォーム状化粧料。
【請求項４】
　前記油性成分に於いて、その３０～８０質量％がジグリセリンのテトラ脂肪酸エステル
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であることを特徴とする、請求項１～３何れか１項に記載のフォーム状化粧料。
【請求項５】
　前記油性成分に於いて、その０．０１～１質量％がＮ－アシルグルタミン酸のジエステ
ルであることを特徴とする、請求項１～４何れか１項に記載のフォーム状化粧料。
【請求項６】
　温感を有する化粧料であることを特徴とする、請求項１～５何れか１項に記載のフォー
ム状化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧料に関し、更に詳細には温感を有するフォーム化粧料に好適な化粧料に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　パック或いはマッサージなどの化粧行為時に重要な要素の一つに、温感を感じることが
ある。これは、この様な化粧行為に於いて期待される効果に血行促進作用があり、温感を
感じることにより、この様な効果の実感が具現され、その結果、この化粧行為そのものに
大いなる満足を感じるためと、適度な温感が使用時の心地よさを具現し、この快感によっ
て、個人的な生体系の環境を整え、健康上好ましい効果を発揮するためである。この様な
温感化粧料を具現化する方法としては、金属酸化物の水による酸化反応や酸との中和反応
によって生ずる熱を利用する方法や、グリセリン、ジプロピレングリコール、液状のポリ
エチレングリコール等が水と溶媒和するときに生ずる水和熱を利用する方法が存する。こ
の内、前者は２剤系として、用時混合の形態を取らないと発熱のコントロールが出来ない
欠点が存し、後者に於いては、１剤系での剤形化が可能であるものの、発熱量そのものが
小さいという欠点が存した（例えば、特許文献１、特許文献２、特許文献３、特許文献４
を参照）。即ち、この様な１剤系の化粧料では、５０℃程度の適温は通常は３～５分ほど
しか持続しない。
【０００３】
一方、フォーム形状の化粧料においては、閉塞効果、断熱効果などが存し、パック化粧料
に好適であることが既に知られている。又、フォーム状の化粧料に於いては、デカグリセ
リンモノラウレートやジグリセリンモノラウレートなどのポリグリセリンの脂肪酸エステ
ルが優れた発泡特性を有していることも知られている。（例えば、特許文献５、特許文献
６、特許文献７、特許文献８を参照）しかしながら、非水乳化物をフォーム状にする剤形
化技術は知られていない。水和熱を利用した温感フォーム状化粧料も全く知られていない
。
【０００４】
　又、１）ポリグリセリンの脂肪酸エステルと２）多価アルコール１５～８０質量％と３
）２５℃１気圧で液体の油性成分１５～８０質量％とを含有する、フォーム状化粧料も知
られていないし、この様な構成の化粧料が、使用時に優れた温熱効果を発揮することも全
く知られていない。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－１６１７０９号公報
【特許文献２】特開２００３－３００８３９号公報
【特許文献３】特開２００３－２６１４３３号公報
【特許文献４】特開２００２－２６５３２９号公報
【特許文献５】特開２００４－８３４９８号公報
【特許文献６】特開２００３－２９２４３１号公報
【特許文献７】特開２００３－２８６１３０号公報
【特許文献８】特開平５－２１３７３４号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、この様な状況下為されたものであり、１剤系のフォーム状化粧料であって、
優れた温熱効果を有する化粧料を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この様な状況に鑑みて、本発明者らは、１剤系のフォーム状化粧料であって、優れた温
熱効果を有する化粧料を求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、１）ポリグリセリンの脂肪
酸エステルと２）多価アルコール１５～８０質量％と３）２５℃１気圧で液体の油性成分
１５～８０質量％とを含有する、フォーム状化粧料がその様な特性を有していることを見
出し、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は、以下に示すとおりである。
（１）１）ポリグリセリンの脂肪酸エステルと２）多価アルコール１５～８０質量％と３
）２５℃１気圧で液体の油性成分１５～８０質量％とを含有することを特徴とする、フォ
ーム状化粧料。
（２）少なくとも２種のポリグリセリンの脂肪酸エステルを含有することを特徴とする、
（１）に記載のフォーム状化粧料。
（３）前記少なくとも２種のポリグリセリンの脂肪酸エステルとして、ジグリセリンのモ
ノ脂肪酸エステルと、デカグリセリンのモノ脂肪酸エステルとを含有することを特徴とす
る、（２）に記載のフォーム状化粧料。
（４）前記油性成分に於いて、その３０～８０質量％がジグリセリンのテトラ脂肪酸エス
テルであることを特徴とする、（１）～（３）何れか１項に記載のフォーム状化粧料。
（５）実質的に水を含有しないことを特徴とする、（１）～（４）何れか１項に記載のフ
ォーム状化粧料。
（６）温感を有する化粧料であることを特徴とする、（１）～（５）何れか１項に記載の
フォーム状化粧料。
（７）更に、グリチルレチン酸アルキル、グリチルリチン酸、アスコルビン酸、アスコル
ビン酸誘導体、アルブチン、トラネキサム酸、４－メトキシサリチル酸及びそれらの塩か
ら選択される１種乃至は２種以上を含有することを特徴とする、（１）～（６）何れか１
項に記載のフォーム状化粧料。
（８）抗炎症作用及び／又はメラニン産生抑制作用を訴求した医薬部外品であることを特
徴とする、（７）に記載のフォーム状化粧料。
（９）抗炎症作用及び／又はメラニン産生抑制作用を有する旨の表示を包装形態に有する
ことを特徴とする、（７）又は（８）に記載のフォーム状化粧料。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、１剤系のフォーム状化粧料であって、優れた温熱効果を有する化粧料
を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
（１）本発明のフォーム状化粧料の必須成分であるポリグリセリンの脂肪酸エステル
　本発明のフォーム状化粧料は、必須成分としてポリグリセリンの脂肪酸エステルを少な
くとも２種含有することを特徴とする。本発明のフォーム状化粧料で使用できるポリグリ
セリンの脂肪酸エステルとしては、遊離の水酸基を有し、界面活性作用が存すれば、特段
の限定無く使用できるが、親水性のポリグリセリンの脂肪酸エステルと、親油性のポリグ
リセリンの脂肪酸エステルの２種を含んだ形態で組み合わせて含有させることが好ましい
。前記親水性のポリグリセリンの脂肪酸エステルとしては、これを構成するポリグリセリ
ン部分としては、グリセリンの重合度が５～１５のものが好ましく、７～１２のものが特
に好ましい。かかるポリグリセリンの有している水酸基の内、その半数以上が遊離の水酸
基であることが好ましい。又、脂肪酸残基としては、通常知られているものであれば、特
段の限定無く使用することが出来、例えば、炭素数１０～３０の直鎖脂肪酸残基、分岐鎖
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を有する脂肪酸残基、環状構造を有する脂肪酸残基、不飽和結合を有する脂肪酸残基など
が好ましく例示でき、具体的には、例えば、ラウリン酸残基、ミリスチン酸残基、パルミ
チン酸残基、ステアリン酸残基、ベヘン酸残基、イソステアリン酸残基、オクチルドデカ
ン酸残基、オレイン酸残基、リノール酸残基、リノレイン酸残基などが好ましく例示でき
る。より好ましいものとしては、ラウリン酸残基、ステアリン酸残基、イソステアリン酸
残基或いはオレイン酸残基などが例示できる。この様な親水性のポリグリセリンの脂肪酸
エステルとしては、デカグリセリンのモノ脂肪酸エステルが好ましく例示でき、中でも、
デカグリセリンモノオレートが特に好ましい。親油性の界面活性剤としてのポリグリセリ
ンの脂肪酸エステルに於ける、ポリグリセリン部分のグリセリンの重合度は２～５が好ま
しく、２乃至は３が特に好ましい。又、１分子あたりの平均の脂肪酸残基の存在数は、１
～４が好ましく、１～３がより好ましい。脂肪酸部分については、例えば、炭素数１０～
３０の直鎖脂肪酸残基、分岐鎖を有する脂肪酸残基、環状構造を有する脂肪酸残基、不飽
和結合を有する脂肪酸残基などが好ましく例示でき、具体的には、例えば、ラウリン酸残
基、ミリスチン酸残基、パルミチン酸残基、ステアリン酸残基、ベヘン酸残基、イソステ
アリン酸残基、オクチルドデカン酸残基、オレイン酸残基、リノール酸残基、リノレイン
酸残基などが好ましく例示できる。より好ましいものとしては、ラウリン酸残基、ステア
リン酸残基、イソステアリン酸残基或いはオレイン酸残基などが例示でき、ラウリン酸残
基が特に好ましい。特に好ましくはジグリセリンモノラウレートである。本発明のフォー
ム状化粧料では、かかるポリグリセリンの脂肪酸エステルは、親水性の界面活性剤である
ものと、親油性の界面活性剤であるものの、それぞれ唯一種を含有させることも出来るし
、二種以上を組み合わせて含有させることも出来る。本発明のフォーム状化粧料に於ける
、前記ポリグリセリンの脂肪酸エステルの好ましい含有量は、総量で、フォーム状化粧料
全量に対して、１～２０質量％であり、より好ましくは３～１０質量％である。これは、
少なすぎると、安定な泡沫を形成しないからである。又、好ましい形態としては、親水性
のポリグリセリンの脂肪酸エステルと、親油性のポリグリセリンの脂肪酸エステルを１：
８～１：１の質量比で含有することが例示できる。
【００１０】
（２）本発明のフォーム状化粧料の必須成分である多価アルコール
本発明のフォーム状化粧料は、多価アルコールを１５～８０質量％、より好ましくは、２
５～７０質量％、更に好ましくは４０～５０質量％必須成分として含有することを特徴と
する。多価アルコールとしては、通常化粧料で使用されているものであれば特段の限定無
く使用することが出来、例えば、ポリエチレングリコール、グリセリン、１，３－ブチレ
ングリコール、エリスリトール、ソルビトール、キシリトール、マルチトール、プロピレ
ングリコール、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、イソプレングリコール、１，２
－ペンタンジオール、２，４－ヘキシレングリコール、１，２－ヘキサンジオール、１，
２－オクタンジオール等が好ましく例示できる。この様な多価アルコールは、本発明のフ
ォーム状化粧料では唯一種を含有させることも出来るし、二種以上を組み合わせて含有さ
せることも出来る。好ましい形態としては、１気圧、２５℃で流動性を有する多価アルコ
ールを、多価アルコール全量に対して７０質量％以上、より好ましくは８０質量％以上含
有することが好ましい。前記１気圧、２５℃で流動性を有する多価アルコールとしては、
平均分子量１０００以下のポリエチレングリコール、グリセリン、プロピレングリコール
、ジプロピレングリコール、ジグリセリン、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジ
オール、２，４－ヘキシレングリコール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタン
ジオールが好ましく例示できる。取り分け好ましいものは、グリセリンを多価アルコール
全量に対して７０質量％以上、より好ましくは８０質量％以上含有する形態である。かか
る成分は、本発明のフォーム状化粧料では、皮膚上に塗布した場合、皮膚上の水分と水和
して水和熱を発し、これにより温熱効果を奏する。
【００１１】
（３）本発明のフォーム状化粧料の必須成分である油性成分
　本発明のフォーム状化粧料は必須成分として、油性成分を１５～８０質量％ 、より好
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ましくは、２５～７０質量％ 、更に好ましくは４０～５０質量％含有する泡沫エアゾー
ルの形態を採ることを特徴とする。前記油性成分は、界面活性作用を有していないか、殆
ど有さない油溶性成分であって、それ自体では乳化しない成分であり、炭化水素、脂肪酸
のエステル、ジメチコンなどのシリコーン、高級アルコール、グリセリンのトリ脂肪酸エ
ステル、ジグリセリンのテトラ脂肪酸エステル、トリグリセリンのペンタ脂肪酸エステル
、脂肪酸、Ｎ－アシルグルタミン酸のジエステル等が好ましく例示できる。具体的には、
例えば、マカデミアナッツ油、アボガド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴ
マ油、ヒマシ油、サフラワー油、綿実油、ホホバ油、ヤシ油等のオイル、流動パラフィン
、スクワラン、プリスタン等の炭化水素類、オレイン酸、イソステアリン酸等の高級脂肪
酸類、イソステアリルアルコール等の高級アルコール等、イソオクタン酸セチル、ミリス
チン酸イソプロピル、イソステアリン酸ヘキシルデシル、アジピン酸ジイソプロピル、セ
バチン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エ
チルヘキサン酸エチレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘ
プチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エ
チルヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン
、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタンエリトリット等の合成エステル油類、ジメチル
ポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポ
リシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサ
ン、ドデカメチルシクロヘキサンシロキサン等の環状ポリシロキサン、アミノ変性ポリシ
ロキサン、ポリエーテル変性ポリシロキサン、アルキル変性ポリシロキサン、フッ素変性
ポリシロキサン等の変性ポリシロキサン等のシリコーン油等の油剤類、Ｎ－ラウロイル－
Ｌ－グルタミン酸ジ（ フィトステリル／ オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グ
ルタミン酸ジ（コレステリル／べへニル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グ
ルタミン酸ジ（フィトステリル／べへニル／オクチルドデシル）等のＮ－アシル化グルタ
ミン酸のジエステルなどが好ましく例示できる。本発明のフォーム状化粧料では、これら
の何れもが利用できるが、その３０～８０質量％がジグリセリンのテトラ脂肪酸エステル
であることが好ましく、前記ジグリセリンのテトラ脂肪酸エステルとしては、ジグリセリ
ンテトラオレートが特に好ましい。これは、一つには安定な泡沫を形成しやすいことと、
もう一つには、親油性の汚れ、親水性の汚れの何れも再分散しやすいためである。又、同
様の観点で、更に、Ｎ－アシルグルタミン酸のジエステルを含有することも好ましい。か
かる成分において、Ｎ－アシルグルタミン酸のジエステルを構成するアシル基としては、
炭素数１０～３２の直鎖脂肪族のアシル基が好ましく、例えば、ラウロイル基、ミリスト
イル基、パルミトイル基、ステアロイル基、ベヘノイル基等が好適に例示できる。又、ジ
エステルを構成する炭化水素基は、脂肪族であることが好ましく、炭素数は１０～３２が
好ましく、１８～３０がより好ましい。該脂肪族炭化水素基としては、直鎖状であっても
、環状構造或いは分岐構造を有していても良い。好ましいものとしては例えば、デシル基
、ドデシル基、オクチルドデシル基、コレステリル基、カンペステリル基、シトステリル
基スティグマスタニル基などのフィトステリル基が好ましく例示できる。これらのエステ
ルとしては、混合した炭化水素基を誘導する試薬で、確率論的に２種類以上の炭化水素基
を有するように誘導した、混合エステルであることが好ましい。かかる混合エステルを構
成する炭化水素基の組合せとしては、少なくとも１種の環状構造を有する炭化水素基と、
少なくとも１種の分岐構造を有する炭化水素基を組み合わせた混合エステルがより好まし
い。この様なＮ－アシルグルタミン酸のジエステルとしては、例えば、Ｎ－ラウロイル－
Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グル
タミン酸ジ（コレステリル／べへニル／オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グル
タミン酸ジ（フィトステリル／べへニル／オクチルドデシル）等が好適に例示できる。か
かる成分は、例えば、Ｎ－ラウロイルグルタミン酸などのＮ－アシルグルタミン酸をジメ
チルホルムアミドなどを溶媒として、アルカリ存在下、フィトステリルクロリド、オクチ
ルドデシルクロリド、ベヘニルクロリド等のハロゲン化炭化水素と縮合させることにより
、製造することが出来る。又、この様なＮ－アシル化グルタミン酸のジエステルには既に
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化粧料原料として市販されているものが存し、かかる市販品を購入して使用することも出
来る。好ましい市販品としては、味の素株式会社より販売されている、「エルデュウＰＳ
２０３」（Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）
）が好ましく例示できる。本発明のフォーム状化粧料に於ける、かかるＮ－アシルグルタ
ミン酸のジエステルの含有量は、０．０１～１質量％が好ましく、より好ましくは０．０
５～０．５質量％である。
【００１２】
（４）本発明のフォーム状化粧料
本発明のフォーム状化粧料は、前記必須成分を含有しフォーム状であることを特徴とする
。本発明の化粧料は、かかる必須成分以外に通常化粧料で使用されている任意の成分を含
有することが出来る。この様な任意成分としては、例えば、脂肪酸セッケン（ラウリン酸
ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム等）、ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエ
タノールアミンエーテル等のアニオン界面活性剤類、塩化ステアリルトリメチルアンモニ
ウム、塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤類、イ
ミダゾリン系両性界面活性剤（２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド－１
－カルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタイン
、アミドベタイン、スルホベタイン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性剤類、
ソルビタン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソルビタ
ン等）、グリセリン脂肪酸類（モノステアリン酸グリセリン等）、プロピレングリコール
脂肪酸エステル類（モノステアリン酸プロピレングリコール等）、硬化ヒマシ油誘導体、
グリセリンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル類（ＰＯＥソルビタンモ
ノオレエート、モノステアリン酸ポリオキエチレンソルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂
肪酸エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エス
テル類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート等）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ポリ
エチレングリコールモノオレート、ＰＯＥジステアレート等）、ＰＯＥアルキルエーテル
類（ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等）、ＰＯＥアルキルフェニルエーテル類（Ｐ
ＯＥノニルフェニルエーテル等）、プルロニック型類、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル
類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシルエーテル等）、テトロニック類、ＰＯＥヒマ
シ油・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪酸エ
ステル、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤類、ピロリドンカルボン酸ナトリウ
ム、乳酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分類、グアガム、クインスシード、カラギーナン、
ガラクタン、アラビアガム、ペクチン、マンナン、デンプン、キサンタンガム、カードラ
ン、メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、メ
チルヒドロキシプロピルセルロース、コンドロイチン硫酸、デルマタン硫酸、グリコーゲ
ン、ヘパラン硫酸、ヒアルロン酸、ヒアルロン酸ナトリウム、トラガントガム、ケラタン
硫酸、コンドロイチン、ムコイチン硫酸、ヒドロキシエチルグアガム、カルボキシメチル
グアガム、デキストラン、ケラト硫酸，ローカストビーンガム，サクシノグルカン，カロ
ニン酸，キチン，キトサン、カルボキシメチルキチン、寒天、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルピロリドン、カルボキシビニルポリマー、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチ
レングリコール、ベントナイト等の増粘剤、表面を処理されていても良い、マイカ、タル
ク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリカ）、
酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉体類、表面を処理されていても良い、ベンガラ、
黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類、
表面を処理されていても良い、雲母チタン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤類
、レーキ化されていても良い赤色２０２号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、青
色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、赤
色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、赤
色２０４号等の有機色素類、ポリエチレン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末、
オルガノポリシロキサンエラストマー等の有機粉体類、パラアミノ安息香酸系紫外線吸収
剤、アントラニル酸系紫外線吸収剤、サリチル酸系紫外線吸収剤、桂皮酸系紫外線吸収剤
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、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、糖系紫外線吸収剤、２－（２'－ヒドロキシ－５'－ｔ
－オクチルフェニル)ベンゾトリアゾール、４－メトキシ－４'－ｔ－ブチルジベンゾイル
メタン等の紫外線吸収剤類、エタノール、イソプロパノール等の低級アルコール類、ビタ
ミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ6塩酸塩，ビタミンＢ6トリパルミテート，ビタミンＢ
6ジオクタノエート，ビタミンＢ2又はその誘導体，ビタミンＢ12，ビタミンＢ15又はその
誘導体等のビタミンＢ類、α－トコフェロール，β－トコフェロール，γ－トコフェロー
ル，ビタミンＥアセテート等のビタミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸
、パンテチン、ピロロキノリンキノン等のビタミン類などが好ましく例示できる。更に加
えて、泡沫エアゾールの形態を採るために、本発明のフォーム状化粧料は気化成分を含有
することが好ましく、前記気化成分としては、例えば、フロンガスなどのハロゲン化炭化
水素ガス、炭酸ガス、液化天然ガス、ジメチルエーテルなどが例示でき、液化天然ガスが
特に好ましく例示できる。液化天然ガスの組成としては、イソブタンを主成分として含む
ものが特に好ましく、その含有量は、ガス全量の少なくとも８０質量％がイソブタンであ
ることが好ましい。かかる気化成分の好ましい含有量は、２～１０質量％である。本発明
のフォーム状化粧料は、かかる必須成分、好ましい成分、任意成分を常法に従って処理す
ることにより製造することが出来る。
【００１３】
本発明のフォーム状化粧料は、通常フォーム状化粧料が使用される製剤であれば、特段の
限定無く適用することが出来、パック化粧料、クレンジング化粧料、栄養付与化粧料、マ
ッサージ化粧料の何れもが使用可能である。これらの内、本発明の温熱効果が最大生かせ
る化粧料としては、パック化粧料乃至はマッサージ化粧料が挙げられ、これらに適用する
ことが好ましい。又、この様な実施形態に於いては、有効成分も効率よく経皮吸収できる
ため、有効成分を含有することが好ましく、前記有効成分としては、抗炎症剤やメラニン
産生抑制剤を含有することが好ましい。前記抗炎症剤としては、グリチルレチン酸アルキ
ル、グリチルリチン酸及びその塩が好ましく例示でき、メラニン産生抑制剤としては、ア
スコルビン酸、アスコルビン酸誘導体、アルブチン、トラネキサム酸、４－メトキシサリ
チル酸及びそれらの塩が好適に例示できる。かかる有効成分の塩としては、ナトリウム塩
、カリウム塩等のアルカリ金属塩、カルシウム、マグネシウム等のアルカリ土類金属塩、
アンモニウム塩、トリエタノールアミン塩、トリエチルアミン塩等の有機アミン塩類、リ
ジン塩、アルギニン塩等の塩基性アミノ酸塩等が好ましく例示できる。又、アスコルビン
酸の誘導体としては、アスコルビン酸－２－グルコシド等のような配糖体、アスコルビン
酸２リン酸塩などのリン酸エステル類などが好適に例示できる。かかる成分は唯一種を含
有させることも出来るし、二種以上を含有させることも出来る。本発明の化粧料に於ける
抗炎症剤或いはメラニン産生抑制剤の好ましい含有量は、それぞれ、０．０１～１０質量
％であり、より好ましくは０．０３～５質量％である。これらの有効成分を含有する場合
に於いて、本発明のフォーム状化粧料は、それぞれの効能を訴求した医薬部外品とするこ
とが好ましく、前記医薬部外品に於いては、安全性と有効性をより具体的に具現化するた
めに、抗炎症作用を有する旨或いはメラニン産生抑制作用を有する旨と、使用態様におい
て、炎症の存する箇所乃至はメラニンの産生が亢進している或いは亢進するであろう箇所
に、一日１回乃至は数回適量を塗布する旨と、皮膚に異常を感じた場合には速やかに使用
を中止し、皮膚科医にかかる旨とを表示し、使用態様を明確に使用者に知らしめることが
好ましい。
【００１４】
　以下に、実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明が、かか
る実施例にのみ限定されないことは言うまでもない。
【実施例１】
【００１５】
　以下に示す処方に従って、本発明のフォーム状化粧料である泡沫エアゾール化粧料１を
作成した。即ち、イ、ロの成分を８０℃に加熱し、可溶化し、攪拌下イに徐々にロを加え
乳化し、攪拌冷却し非水ゲル１を得た。このものをハの成分とともにエアゾール缶に充填
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し、密閉して本は発明のフォーム状化粧料である、泡沫エアゾール化粧料１を得た。
【００１６】
イ）
セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４質量部
Ｎ－ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）
（「エルデュウＰＳ２０３」；味の素株式会社製）０．１質量部
イソステアリルオクチルドデカネート　　　　１０　　質量部
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　４３．７質量部
ジグリセリンテトラオレート　　　　　　　　４０　　質量部
デカグリセリンモノオレート　　　　　　　　　１．５質量部
ジグリセリンモノラウレート　　　　　　　　　４　　質量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
ロ）
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　８０　　質量部
ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　２０　　質量部
ハ）
液化天然ガス　　　　　　　　　　　　　　　１０　　質量部
（イソブタン：ブタン＝４：１）
【００１７】
＜試験例１＞
　寒天平板上にサンプル１ｇを４ｃｍ×４ｃｍの面積に延ばし、経時的に接触面の温度を
計測した。サンプルとしては、非水ゲル１と泡沫エアゾール化粧料１を用いた。結果を表
１に示す。これより、本発明のフォーム状化粧料である、泡沫エアゾール化粧料１は適温
を長時間維持できることが判る。
【００１８】
【表１】

【実施例２】
【００１９】
　実施例１と同様に、下記処方イ）とロ）より非水ゲル２を作成し、これをハ）とともに
密閉して本発明のフォーム状化粧料である泡沫エアゾール化粧料２を得た。このもの評価
を試験例１と同様に行った。結果を表２に示す。このもののも泡沫エアゾール化粧料１と
同様の効果を有していることが判る。又、界面活性剤としてのポリグリセリンの脂肪酸エ
ステルは２種用いた方が好ましいことも判る。
【００２０】
イ）
セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４質量部
Ｎ－ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）
（「エルデュウＰＳ２０３」；味の素株式会社製）０．１質量部
イソステアリルオクチルドデカネート　　　　１０　　質量部
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　４３．７質量部
ジグリセリンテトラオレート　　　　　　　　４０　　質量部
ジグリセリンモノラウレート　　　　　　　　　５．５質量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
ロ）
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　８０　　質量部
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ジグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　２０　　質量部
ハ）
液化天然ガス　　　　　　　　　　　　　　　１０　　質量部
（イソブタン：ブタン＝４：１）
【００２１】
【表２】

【実施例３】
【００２２】
　実施例１とイ）とロ）より同様に非水ゲル３を作成し、これをハ）とともに密閉して本
発明のフォーム状化粧料である泡沫エアゾール化粧料３を得た。このもの評価を試験例１
と同様に行った。結果を表３に示す。このもののも泡沫エアゾール化粧料１と同様の効果
を有していることが判る。
【００２３】
イ）
セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　０．４質量部
Ｎ－ラウロイルグルタミン酸ジ（フィトステリル／オクチルドデシル）
（「エルデュウＰＳ２０３」；味の素株式会社製）０．１質量部
イソステアリルオクチルドデカネート　　　　１０　　質量部
流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　４３．７質量部
ジグリセリンテトラオレート　　　　　　　　４０　　質量部
ジグリセリンモノラウレート　　　　　　　　　４　　質量部
デカグリセリンモノラウレート　　　　　　　　１．５質量部
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　０．３質量部
ロ）
グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　８０　　質量部
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　５　　質量部
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　５　　質量部
１，２－ペンタンジオール　　　　　　　　　　５　　質量部
ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　５　　質量部
ハ）
液化天然ガス　　　　　　　　　　　　　　　１０　　質量部
（イソブタン：ブタン＝４：１）
【００２４】

【表３】

【００２５】
＜試験例２＞
　泡沫エアゾール化粧料１と、それのグリセリンとジグリセリンを水に置換した比較例１
を作成し、パック化粧料としての、エステティック施術に於ける、その心地よさの提供の
度合いを調べた。（ｎ＝１）即ち、被験者に日を変えて、それぞれの化粧料でパックを行
い、その前後における、唾液中のプラステロン硫酸の濃度を測定した。プラステロン硫酸
の濃度はサンドウィッチ抗体法により、ワサビペルオキシダーゼ標識抗体による発色を以
て測定した。結果は、泡沫エアゾール化粧料１の上昇率が１３．２％であるのに対し、比



(10) JP 4355264 B2 2009.10.28

較例１の上昇率が７．３％であった。これは本発明の化粧料である、泡沫エアゾール化粧
料１が温感特性に優れ、化粧料の塗布時に冷感を感じず、充分に心地よさを満喫できるた
めであると思われる。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明は、温感パック化粧料などの温感化粧料に応用できる。
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